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人口と面積( 62. 3. 1)
世 帯　226, 496
人 口　632, 989
男　320, 783
女　312, 206

面 積　53. 25k ㎡
人口密度　11, 887/ k ㎡
<月2回( 5日、20日) 発行>

前 進 さ せ ま す

住みよいまちづくり
昭和62年度予算

が確定 先の予算特集号でお知らせしました62
年度予算案は、3 月の第1 回区議会定例
会で原案どおり可決・成立しました。予
算規模は、一般会計1, 355億円、国民健康
保険特別会計311億円、老人保健医療特別
会計187億円となっています。今回は、62
年度予算の主要事業をお知らせします。

≪本庁舎・予算課≫

(
1
)
自
立
し
て
活
力
あ
る
ま
ち
に

● 市街 地再開 発
北千住駅西口地区市衝地再開発の先行事業と

して、・体駐車場( 7 階建) の建設に咎手しま
す。また、足立市街地開発㈱への出資金を5 億2
千万円増額します。
● 中小企業融資
融資に3% の利子補給を行うとともに、貸出
し枠を拡大するため基金を1 億円増額します。
● 商店街環境整備
道路のカラー舗装化助成と装飾衝路灯助成を
行います。
● 産業振興懇談会の設置( 新規)
足立区の産業経済のあるべき姿、対応策など
を検討し ます。

北
千
住
駅
西
口
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
完
成
予
想
図

(
2
)
緑
と
水
を
生
か
し
て

● 親水水路の整備
五反野観水緑道( 2 ヵ年事業の第2 年次分) 　
八ヶ村落親水緑通( 中川四丁目・520t t )
葛西用水親水水路整備( 大谷田五丁目・300　a)
※ 名称は、いずれも仮称です。

● 公園の整備
江北公園B 地区ほか5ヵ所に新設公園を、ま

た吉右衛門堀公園ほか8ヵ所で、二次整備など
を行います。
● いこい の森造成( 新 規)
佐野一丁目の民有地4, 366平方らを区が借用

し、整地して皆さんに閲放します。
● 接道緑化 事業( 新 規)
道路に面したブロック塀を生け垣に変える方

に助成を行います。

( 3) 心のふれあう豊かなまちを
● 特別 饗護老 人ホーム
・ケアセンターの整備
(新規1 カ所70床・増
設1 カ所23床)
特別養護老人ホーム
の建設経費を助成しま
す( 建設予定地: 入谷
町、63年9 月讚|設予
定)。また、花畑四丁目
にある特別養護老人ホ
ー ム の 増 設 経 費 も 助 成 し ま す 。

● 福祉ボランティア基金の増額
現在1 億円の基金を3 億円に増額し、その運用利子
でボランティアスクールなど18事業を行います。
● 寝たき り老人および 重度心 身障害者巡回 入浴事業
巡 回 入 浴 の 回 数 を 年18 回 か ら20 回 に ふ やし ま す 。

● 生業資金の貸付
生業資金の貸付利率を年3. 65%から2. 8%に引き下

げます。
● 法定地区 計画の策 定
地区の特性に応じたまちづくりを推進するため、都

市計画法に基づいた地区計画を策定し、艮好な住環境
の実現に努めます。

( 4) 健康と安全を願って
● 公共下水道の整備
昭和60年度末現在46%の將及率を、62年度末6( ) %(予

定) に拡大します。
● 防災生 活圏モデ ル事業
関原二・三丁目を対象にポケット広場、通路の隅切

りなどを実施し、「逃げないですむまちづくり」に努め
ます。

● 都市防災不燃化事業
大震災時の避難路沿
いに不燃建築物を建て
る方に、費用の一部を
助威します。
● 50歳 健康診 査( 新規)

威人祠 予防の ため
の、胃がん・循環器検
診を実施します。
● 湯 河原区民保 養所の

改築( 新規)
鉄筋4 階建・定員120
名の建物に改築しま

す。オーブンは、64年4
月の予定です。

6
2年
度
末
の
普
及
率
6
0
%
を
め
ざ
し
て
…

( 5) 交通施設をととのえ
便利なくらしを

● 都市計画道路の整備
補助258号線の東武線との立体化工事( 栗原二・三丁

目) を更に進めます。
● 舎人新線の建設
区・西部地域における交通過疎を解消するための舎
人新線( 新交通システム) の実現性を調査するととも
に、その建設資金を3億円積み増します。
● コミ ュニ テ ィ道路 の設置
青井三 丁目と大谷田 一・二丁 目に新設し ます。

舎人新線イメージスケッチ

( 6) 豊かな教育と文化の創造を
● 科学教育事業の運営
教育センターのプラネタリウムを、コンピュータ連
動の自動式に更新します。
● 外人講師の派遣
区立中 学2 年 生を対象に 英米 人講師を派遣し ます。

● 給 食 運 営 の 改 善

先割れスプーンに替えて、フォークとスプーンを全
校に購入します。また、給食調理業務の民間委託校に
は、食器の改魯を行います。
● スポ ーツ振興 基金の設置( 新規)

1億円の基金を設け、運用利子で体育団体や区民の
スポーツ活助に助成します。
● ブロ ックセ ンターの建設

今年度竣工するのは、次の4 館です(名称は仮称)。
婦人会館・梅田センター　　興本センター　　鹿

浜センター　　伊興センター

伊
興
セ
ン
タ
ー

完
成
予
想
図

取
り
組
ん
で
い
ま
す

区
民
サー
ビス
の
向
上

区
政
を
と
り
ま
く
環
境
は
、

高
齢
化
、
円
高
等
に
よ
り
大
き

く
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
2
1

世
紀
へ
向
け
て
、
魅
力
あ
る
足

立
区
の
発
展
を
図
る
た
め
に

は
、
今
か
ら
こ
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

今
足
立
区
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
の
強
い
「
衝
づ
く
り
」

と
「
高
齢
化
社
会
の
対
応
」
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
;

住
ん
で
ほ
ん
と

う
に
艮
か
っ
た
"

と
思
わ
れ
1

。

財
源
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
財
源
を
効
率
的
に
便

い
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
要
不
急
の
仕
事
や

行
政
内
部
の
無
駄
を
は
ぷ
い
て

経
費
の
節
約
を
は
か
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

足
立
区
で
は
、
他
の
自
治
体

に
先
が
け
て

、
昭
和
5
6年
慶
か

ら
事
務
事
業
の
見
直
し
を
実
施

し

、6
1年
度
か
ら
は
、
職
貝
定

数
の
削
減
な
ど
行
政
改
革
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
6
年
間
で
6
6
億
円
も
節

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

6
2年
度
で

、
さ
ら
に
推
進
す

る
主
な
事
業
と
し
て
は
、
次
の

も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

(
1
)
学
校
給
食
の
民
間
委
託

小
・
中
学
校
の
給
食
調
理
員

は
、区
の
常
勤
職
員
で
す
。作

る
給
食
は
、年
間
圀
～
1
9
0
回
と

な
っ
て
い
ま
す

。
こ
れ
を
民
間

会
社
に
委
託
す
れ
ば
、
年
間
Ⅲ

～
1
9
0回
分
の
人
件
費
で
す
み

、6
1

年
度
は
・
卜
校
委
託
し
た
こ
と

に
よ
り
、
約
6

千
瞋
万
円
の
経

費
が
節
減
で
き
ま
し
た

。
こ
の

経
費
で
先
割
れ
ス
プ
ー
ン
に
替

え
て
、「
フ
ォ
ー
ク

」と
「
ス
プ
ー

ン
屬
丕
校
に
用
意
し
ま
す
。

ま
た
、
ご
父
母
の
皆
さ
ん
が

心
配
さ
れ
て
い
る
食
材
料
は

、

今
ま
で
ど
お
り

、
同
じ
品
質
の

も
の
を
同
じ
店
か
ら
仕
入
れ
て

い
ま
す

。

さ
ら
に
、
給
食
の
質
も
栄
養

士
が
作
成
し
た
献
立
表
と
指
示

書
で
作
り
方
を
細
か
く
指
示
し

て
い
ま
す
の
で

、
質
が
低
下
す

る
ぷ
つ
な
こ
と
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん

。
6
2年
度
は
、
小
学
校
2
校
、

中
学
校
3
校
を
実
施
し

、6
1年

度
か
ら
の
実
施
校
を
含
め
る
と

小
学
校
6
校
、
中
学
校
6
校
の

合
計
1
2
校
と
な
り
ま
す

。

(
2
)
、図
書
館
の
公
社
委
託

昨
年
6
月
に
オ
ー
ブ
ン
し
た

江
北
図
S
館
は
、
足
立
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公

社
に
委
託
し
、
人
貝
。
経
費
の

増
加
を
い
な
い
で
、
年
中
無
休

・
夜
間
開
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
拡

大
す
る
こ
と
が
で
声
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
で
、
利
用
者
の

方
々
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

公
社
に
管
理
運
営
の
一
部
を

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率

的
に
運
用
が
で
き
、
し
か
も
経

費
増
を
お
さ
え
て
皆
さ
ん
の
要

望
に
こ
た
え
る
こ
と
か
で
き
る

の
で
す
。

6
2年
度
で
は
、
既
般
図
書
館
6

館
、
新
設
3
館
を
公
社
へ
委

託
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
は
か
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
区
で
は
、
事
務

事
業
の
見
直
し
な
ど
豕
俘
い
、

節
減
し
た
経
費
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
や
、ね
た
き
り
老
人
、

心
身
障
害
者
な
ど
真
の
弱
者
の

方
々
に
対
す
る
施
策
の
充
実
に

あ
て
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

森
本
庁
舎
・
予
算
課
V

ご
応
募
く
だ
さ
い

春
の
区
内

め
ぐ
り

日
時
4
月
2
2
・
2
3
日
、午
前
　

9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

見
学
施
設

都
市
農
業
公
園
、

見
沼
代
親
水

公
園
、
老
人

会
館
、
花
畑

記
念
庭
園
、
郷
土
溥
物
館

定
員

各
日
、2
4名
(
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
見
学
希
望
日
を
明
記

の
こ
と
(
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ

き
1
名
)

申
込
期
限
4

月
1
0日
(
当
日

消
印
有
効
)

※
参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
盛

食
は
各
自
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

し申
込
・
問
合
せ

先

本
庁
舎
・

広
聴
係
(
〒
圀
f
住
1
-
4
1
1
8
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹
)

みんなの東 京 みんなで投票 〔東京都知事選挙投票日〕4月12日(日) 〔足立区議会議員選挙投票日〕4月26日(日)



昭 和62 年4 月5 日 あ だ ち 広 報 第754 号 ( 2)

春風 に誘 わ れ て 出 かけ てみ ません か
チューリップ のある公園

温
か
い
風
に
誘
わ
れ
て
、
草
花

が
咲
き
始
め
ま
し
た
。

椏
と
と
も
に
区
の
シ
ン
ボ
ル
に

な
っ
て
い
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、

こ
れ
か
ら
が
見
頃
で
す

。

区
内
1
6力
所
の
公
園
で
は
、
赤

・
白
・
黄
色
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

色
あ
ざ
や
か
に
、咲
き
氈
い
ま
す
。

都
市
農
業
公
園
・・・
約
3
万
5
千

株
、
元
溯
江
公
園
…
約
4
千
株
、

あ
い
ぐ
み
緑
地
・
雪
見
・
北
鹿
浜

公
園
・・・
各
約
3
千
株
、
し
ょ
う
ぷ

沼
公
園
…
約
2
千
株
な
ど
多
数
喧

え
て
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
、
お
近
く
の
公
園
に

出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
公

園
課
　
　

齧
5
2
6
1

チ ュ ー リッ プ の あ る公 園

春 爛 漫　 し ょ う ぶ 沼 公 園

区民事務所
利用のごあんない

□
区
民
事
務
所
は

、
区
内
1
8カ
所

ど
こ
で
も
、
同
じ
よ
う
に
利
用
で

き
ま
す
。

□
土
曜
日
と
月
曜
日
は
、
大
変
混

み
合
い
ま
す

。

な
る
べ
く

、
火
曜
日
か
ら
金
曜

日
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
届
出
は
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て
早

め
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

□
お
出
か
け
前
に
…

▽
用
件
を
確
認
し
、
必
要
な
も
の

を
そ
ろ
え
て
、
ご
来
所
く
だ
さ

い
▽
手
続
き
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら

、
事
前
に
担

当
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
□
こ
の
よ
う
な
一
に
ご
注
意
を
!

▽
国
民
健
康
保
険
に
入
る
時
・
や

め
る
時

↓
社
会
保
険
の
離
脱
、
加
入
の

証
明
書
、
現
在
使
用
中
の
国
民

健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
(

新
た
な
国
民
健
康
保
険
証

を
発
行
し
ま
す
)

▽
老
人
医
療
証
の
交
付
を
申
請
す

る
時

↓
お
手
元
の
保
険
証
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

▽
国
民
年
金
に
入
る
時
・
や
め
る

時↓
お
手
元
の
年
金
手
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い

▽
住
民
罘
を
と
る
時

↓
使
用
目
的
を
申
し
出
て
く
だ

さ
い
(
交
付
す
る
住
民
票
が
異

な
り
ま
す
)

▽
戸
籍
の
謄
・
抄
本
を
と
る
時

↓
本
籍
が
足
立
区
に
あ
る
方
に

限
り
ま
す

。
本
籍
・
筆
頭
者
を

正
し
く
書
い
て
く
だ
さ
い

▽
課
税
・
納
税
証
明
書
を
と
る
時

↓
足
立
区
で
課
税
さ
れ
た
も
の

に
隕
り
ま
す

※
例
年
4
月
は
、
転
動

、
就
職
、

就
学
な
ど
が
重
な
る
た
め

、
区
民

事
務
所
は
大
変
混
み
合
い
ま
す

。

お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く

な
り
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

中
央
本
町
庁
舎

・
区
民
課
(
　
8
8
0
5
0
4
5
)
へ

。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う

区
民
の
交
通
災
害
共
済

こ
の
共
済
は
、
区
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
、
2
3区
が
共
同
し
て
運

営
し
て
い
ま
す

。

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
加
入

し
ま
し
ょ
う

。

□
加
入
で
き
る
方

東
京
都
2
3区
内
に
住
所
の
あ
る

方
。

□
共
済
掛
金

1
口
峩
円
(
年
額
)
。ひ
と
り
2

口
ま
で
加
入
で
き
ま
す

。

□
対
象
と
な
る
交
通
事
故

自
励
車
、
自
転
車
、
電
車
、
航

空
機
、
船
舶
な
ど
の
交
通
機
関
に

よ
る
人
身
事
故
(
外
国
で
の
交
通

事
故
も
含
み
ま
す
)
。

□
見
舞
金

9
等
級
(
1

万
円
)

か
ら
I

等

級
(
死
亡
・
1
5
0万
円
)
ま
で
支
給
。
2

口
の
場
合
は
、
倍
額
支
給
。

□
共
済
期
間

加
入
日
の
翌
日
の
午
前
O
時
か

ら
1
年
間
。

□
加
入
の
申
し
込
み
先

▽
区
内
の
銀
行
、
信
用
組
合

、
信

用
金
庫
、
農
協
な
ど
の
金
融
機

関
(
郵
便
笳
で
は

、
扱
つ
て
い

ま
せ
ん
)

▽
区
役
所
京
庁
舎
・
交
通
災
害
共

済
担
当

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
交
通
災
害

共
済
担
当
　

貎
―
-
1
1

㈹

道
路
交
通
法
の

一
部
が
変
わ
り
ま
し
た

少
し
で
も
交
通
事
故
を
減
ら

し
、
ま
た
交
通
の
流
れ
を
よ
く
す

る
た
め
、次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

▽
駐
車
違
反
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

ら
れ
た
ら
、
車
を
移
動
後
、
警

察
官
か
交
通
巡
視
貝
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い

▽
レ
ッ
カ
ー
の
移
動
が
活
発
に
な

り
ま
し
た

▽
パ
ー
キ
ン
グ
ー
チ
ケ
ッ
ト
制
が

実
施
さ
れ
ま
し
た

▽
交
通
反
則
通
告
制
度
(
青
切
符
)
　

の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し

た
▽
罰
金
と
反
則
金
が
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た

▽
行
政
処
分
の
基
礎
点
数
(
違
反

点
数
)
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し

た
▽
交
通
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応

じ
る
「
道
路
使
用
適
正
化
セ
ン

タ
ー
」
が
で
き
ま
し
た

く
わ
し
く
は
、千
住
響
察
署
(
　
8
7
9
0
1
1
0
)

ま
た
は
、
各
警
察

署
へ
。加

平
住区
セン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン

加
平
住
区
セ
ン
タ
ー
が
4
月
1

日
、新
し
く
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

加
平
住
区
セ
ン
タ
ー
に
は

。
加

平
二
丁
目
か
ら
移
転
し
た
児
童

館
、
新
た
に
で
き
た
老
人
館

、
集

会
室
が
あ
n
ま
す

。

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
零
T

。

所
在
地

加
平
一
丁
目
1
0
-
6

(
　
S
8
8
4
2
)

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・
住

区
施
設
課
　
　

跏
5
1
8
1

足立区観光
協 会 主 催

第
3
1回
「
区
民
芸
能
大
会
」

出
場
者
募
集

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
5

月
3
0日
(
土
)
、午

前
1
0時
I
午
後
4
時
3
0分

場
所

竹
の
塚
社
会
教
育
館

出
場
資
格

区
民
(
前
回
大

会
優
秀
賞
、
優
良
賞
受
賞

者
は
除
き
ま
す
)

募
集
種
目

歌
の
部
、
踊
の

部
募
集
組
敷

各
3
2組
(
個
人

を
原
則
と
し
、
グ
ル
ー
プ

の
場
合
は
1
0名
以
内
と
し

ま
す
。た
だ
し
、―
人
―

種
目
に
限
定
し
ま
す
)

参
加
賀

上

回
円

申
込
方
法

申
込
S
(
観
光

協
会
事
務
局
に
あ
り
ま

す
)
に
、
返
信
用
切
手
6
0
　

円
奎
陌
え
て
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
申
し
込
み

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
。

募
集
期
間
4

月
6
日
～
2
3

申
込
・
問
合
せ
先

観
光
協

会
事
務
局
(
中
央
本
町
庁

舎
・
経
済
課
内

〒
1
2
0
中

央
本
町
1
-
1
7
1
1
　
　

勦
5
1
9
1
)

く
ら
し
の

情

報

福

祉

難
病
患
者
福
祉
手
当

の
対
象
疾
病
が
4
月

か
ら
2
種
類
追
加

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
対
象

疾
病
が
、
次
の
と
お
り
4
月
1

日
か
ら
2
種
類
追
加
に
な
り
ま

し
た
。

追
加
疾
病
名

▽
表
皮
水
疱
症

▽
多
発
性
嚢
胞
腎

申
込
方
法

次
の
も
の
を
持
参

▽
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
、

都
・
衛
生
笳
発
行
の
医
療
券

の
写
し

▽
印
か
ん

▽
本

人
の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
は

除
く
)

豪
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

は
、
福
祉
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

障
害
福
祉
係
　
　
8
8
2
1
1
1
　
1

㈹
福
祉
手
当
(
国
制
度
)

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

福
祉
手
当
(
国
制
度
)
の
支

払
月
額
が
、4
月
分
か
ら
次
の

と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

▽
特
別
障
害
者
手
当
…
2
万
9
0
0

円

▽
障
書
児
福
祉
手
当
・
:
1

万
1

千
囚
円

▽
福
祉
手
当

経
過
措
置
分
・・・
1
万
1
千
6
5
0円

※
次
回
の
、
福
祉
手
当
(
国
制

度
)
の
支
払
は
、5
月
1
0日
頃

で
す

。
該
当
者
の
預
金
通
帳

。

印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
指
定

し
た
金
融
機
関
で
受
給
し
て
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係
　
　
8
8
2
1
1
1
1

㈹

4
月
は
心
身
障
害
者

難
病
患
者
福
祉
手
当

の
支
払
月
で
す

4
月
は
、
心
身
障
害
者
福
祉

手
当
、
難
病
愚
者
福
祉
手
当
の

定
例
支
払
月
で
す
。

4
月
2
5日
頃
、
振
り
込
み
ま

す
。
該
当
者
の
指
定
し
た
金
融

機
関
で
受
給
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

預
金
通
帳
、

印
か
ん

支
給
額
の
改
定

身
障
手
帳
3
　

級
の
方
は
、4
月
か
ら
3
千

円
(
月
額
)
に
改
定
に
な
り

ま
し
た

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係
　
　
8
8
2
-
1
1
1㈹

身
体
障
害
者
の
自
動

車
運
転
免
許
証
取
得

費
用
の
一
部
を
助
成

身
体
障
害
者
が
、
自
励
車
運

転
免
許
証
を
取
得
し
ぶ
つ
か
チ

る
時
、
教
習
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
受
付
分
か
ら
、
助

虞
の
限
度
額
が
左
下
表
の
と
お

り
変
わ
り
ま
し
た
。

助
成
対
象
者

次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

▽
身
障
手
帳
3
級
以
上
(
た
だ

し
、
内
部
障
害
者
は
4
級
、

下
肢
ま
た
は
体
幹
機
能
障
害

5
級
ま
で
で
、
歩
行
困
雛
な

方
)

▽
自
動
車
教
習
所
に
入
所
を
承

認
さ
れ
た
方

▽
所
得
税
が
4
0万
円
以
下
の
方

申
請
方
法

次
の
も
の
を
持
参

▽
身
障
手
帳

▽
印
か
ん

▽
所
得
税
額
証
明
書

▽
自

励
車
教
習
所
入
所
証
明
書

Λ
ご
注
意
V
申
請
は
、
教
習
所

入
所
中
に
限
り
ま
す
。
免
許

証
取
得
後
の
申
請
は
、
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

障
害
福
祉
係
　
　
8
8
2
1
1
1
　
1

㈹

所 得限度額表
綾
瀬
福
祉
作
業
所
の

入

所

者
募
集

対
象

ひ
と
り
で
通
所
が
で
き

て
、
身
近
自
立
と
作
業
能
力

が
あ
り
、
就
労
意
欲
の
あ
る

1
5歳
以
上
の
心
身
障
害
者

募
集
人
員

若
干
名

入
所
時
期
5

月
か
ら

申
込
期
間
4

月
6
日
～
1
3日

申
込
・
問
合
せ
先
心
身
障
害
　

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　
8
8
3
6
1
7
1

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養

成

講

座

(
初
・
中
級
)

□
初
級
講
座

期
間
・
時
間
5
月
1
7
日
、1
1
‥
　

月
2
9
日
お
よ
び
、5
月
2
1
　

日
～
1
1
月
2
6
日
の
毎
週
木
曜
　

日
(
8

月
1
3日
・
1
0月
1
日

を
除
く
)
午
前
1
0畤
3
0分
～

1
2時
3
0分

対
象

初
め
て
手
話
を
学
習
す

る
高
校
生
以
上
の
区
内
在
住

・
在
動
者

□
中
級
講
座
A

、B

期
間
・
時
間
▽
A
…
5
月
1
7
　

日
、1
1
月
2
9
日
お
よ
び
、5
　

月
2
3
日
～
1
1
月
2
8
日
の
毎
週
　

土
曜
日
(
8

月
1
5日
、1
0月

1
0日
を
除
く
)
、午
後
2
時
～

4
時

▽
B
・
:
5
月
1
7日

、1
1月
2
9
　

日
お
よ
び
、5
月
2
0日
～
1
1

月
2
5日
の
毎
週
水
曜
日
(
8
　

月
1
2日

、9
月
2
3日
を
除
く
)

午
後
7
時
～
9
時

対
象
A

・
B
い
ず
れ
も
、
区

内
在
住
・
在
勤
で

、
足
立
区

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
初

級
講
習
会
修
了
者
か
、
簡
単

な
日
常
会
話
程
度
の
手
話
技

術
習
醇
者
で

、
と
も
に
奉
仕

活
動
の
可
能
な
方

定
S

各
講
座
、4
0名
(
抽
選
)

場
所

足
立
区
心
身
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
(
無
料
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
、

年
齢
、
性
別
を
記
入

申
込
期
限
4

月
1
8日
(
当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉

協
議
会
(
〒
圀
千
住
1
-
4
　
1
1
8
　
　

膜
1
5
5
0
)

心
身
障
害
者
の

し
お
り
'
8
7
年
版
発
行

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
事
業

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
疇
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の
車
い
す
用
施
設
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
や
、
目
の
不
自
由
や

方
々
の
し
お
り
点
字
版
、テ
ー

プ
版
も
作
成
し
ま
し
た
。
次
の

場
所
で
、配
布
し
て
い
ま
す
。

配
布
鳩
所

各
福
祉
事
務
所
、

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

太
庁
舎
・
障
害
福
祉
課

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
障
害
福

祉
課
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

み
ど
り

「
緑
の
羽
根
」募
金
に

ご

協

力

を

3
月
1
日
～
5
月
3
1日

緑
ゆ
た
か
で
、
活
力
あ
る
足

立
を
つ
く
る
た
め
、「
緑
の
羽

根
」
募
金
運
勣
に
ご
S
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化
係

駮
1
1
1
1
㈹
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綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
が

開
館
し
ま
し
た

勤

労

福

祉

会

館

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
綾
瀬
分
室

区
の
再
開
発
事
業
第
1
号
と
し

て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
「
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ

」
だ

九
虞
し

、4
月
1

日
に
次
の
区
の
施
設
が
移
転

し

、
開
館
し
ま
し
た
。

□
勤
労
福
祉
会
館

利
用
時
間

午
前
9
時
～
午
後
9
　

時
3
0分
(

年
末
年
始
を
除
い
て

年
中
無
休
)

施
般
内
容

レ
ク
ホ
ー
ル

、津
室
、

和
室
、
工
芸
黨
な
ど

問
合
せ
先

勤
労
福
祉
会
館

8
3
8
3
5
8
1
㈹

□
職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

S
業
の
内
容

▽
内
職
の
紹
介
と

あ
っ
せ
ん

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム

就
業
相
談

▽
工
業
用
ミ
シ

ン
、
O
A

機
器
、
簿
記
な
ど
の

講
習
会

▽
出
張
相
鮫
…
労
働

相
鮫
(
毎
月
第
1
月
曜
日

、
王

子
労
政
事
筋
所
)
、高
齢
者
職
業

相
鮫
(
毎
月
第
冫
火
讒
日

、
足

立
区
高
齢
者
事
業
団
ほ
か
)

問
合
せ
先

職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
　
　

跏
3
5
8
4

㈹

□
教
育
相
談
綾
瀬
分
室

学
校
に
行
く
の
を
嫌
が
る
登
校

拒
否
や
、
落
ち
譽
き
が
な
い
お
子

さ
ん
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
心

理
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
敵
職

経
験
豊
か
な
相
談
員
が
相
談
を
行

い
ま
す
。

相
談
内
容
に
つ
い
て
は

、
秘
密

を
守
ひ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い

。

相
岐
日
時

月
曜
日
I

土
曜
日

(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
I
　

午
後
5
時
(
土
曜
日
は
、
正
午

ま
で
)

相
談
管
轄
区
域

綾
瀬
川
以
東
と

千
住
地
区
お
よ
び
、
国
遭
4
号

繚
の
東
側
で
、
環
状
7
号
線
以

南
の
地
区

※
こ
れ
以
外
の
方
に
つ
い
て
は
、

従
来
ど
お
り
教
育
セ
ン
タ
ー
敵
育

相
談
室
(
竹
の
罹
2
1
2
5
-
2
1
　
　
8
5
9
9
5
3
1
)

で
。

問
合
せ
先

教
育
相
談
綾
瀬
分
室

跏
3
5
8
8

内
職
出
張
相
談

日
時
毎
週
金
曜
日
、午
唆
　

1
時
3
0
分
～
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

※
東
部
セ
ン
タ
ー
で
の
内
職

出
張
相
談
は
、4
月
か
ら
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

日
時
・
場
所

右
下
表
の
と
お
り

(
雨
天
実
施
)

費
用
4

千
9
0
0円

柬
お
願
い
・
:会
場
で
の
犬
の
ふ
ん

の
始
末
は
飼
い
主
が
か
な
ら
ず
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防
疫
指
導

係
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中央 本町保健相談所　880- 5351

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
6
)

人
間
の
自
由
と
権
利
を
求

め
る
、い
わ
ゆ
る
自
由
民
権

運
動
は
、明
治
1
0年
頃
か
ら

し
だ
い
に
さ
か
ん
に
な
っ
て

い
き
ホ
歹
が
、こ
れ
は
征
碑

論
に
敗
れ
た
板
垣
退
助
ら
に

よ
っ
て
、
国
会
開
設
の
運
励

と
し
て
は
じ
め
ら
れ
ま
し

た
。自

由
民
権
運
動
は
、
思
想

的
に
は
西
欧
の
民
主
主
義
思

想
の
影
響
を
う
け
、
や
が
て

自
由
党
や
改
進
党
な
ど
の
政

党
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
運
励
は
、

地
租
を
軽
く
し
て
も
ら
お
う

と
す
る
地
主
や
島
民
も
加
わ

っ
て
し
だ
い
に
激
化
し
て
い

く
の
で
す
。

解
放
令
に
失
望
し
て
い
た

同
和
地
区
の
人
び
と
も
郡
落

解
放
の
願
い
と
結
び
つ
け

て
、
こ
の
運
動
に
参
加
す
る

大
が
で
て
き
ま
し
た
。

神
奈
川
、
兵
壅
、
大
阪
、

岡
山
、
福
岡
な
ど
で
民
権
運

動
と
解
放
へ
の
願
い
を
結
ん

だ
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
権
運
励
な
ど
に
よ
っ

て
、
明
治
1
4年
に
政
府
は
国

会
を
閲
く
こ
と
を
約
東
し
ま

し
た
が

、
そ
の
一
方
で
は
集

会
、
言
論
、
結
社
な
ど
の
自

由
を
せ
ぱ
め
、
き
ぴ
し
く
と

り
し
ま
り

、
こ
の
自
由
民
権

邏
動
は
く
ず
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た

。

匚
笳
し
部
落
解
放
へ
の
動

き
は
各
地
で
お
こ
り
、
同
和

地
区
の
人
達
に
よ
る
自
ら
の

力
で
解
放
し
よ
う
と
す
る
団

体
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た

。

明
治
3
5年
(
1
9
0
2

年
)

に
は
、
岡
山
県
の
三
好
伊
平

次
ら
に
よ
っ
て
「
眤
匹
平
民

会
」
が
つ
く
ら
れ
。「
部
落
民

よ
目
ざ
め
よ
、
自
分
の
手
で

自
分
を
解
放
せ
よ
」
と
よ
び

か
け
、
運
励
を
展
関
し
て
い

き
零
T

。

翌
年
に
は
奈
良
、
大
阪
な

ど
に
同
和
地
区
り
人
た
ち
に

よ
る
。
自
ら
の
力
で
解
放
し

よ
う
と
す
る
団
体
が
生
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

同
年
7
月
に
は
、
大
阪
、

京
都
、
兵
庶
、
奈
良
、
和
歌

山
、
岡
山
な
ど
の
各
府
県
の

有
志
が
集
ま
っ
て

、
全
国
的

な
運
動
組
織
体
で
あ
る
「
大

日
本
同
胞
融
和
会
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
せ
は
、
本
庁
舎
・
同
和
対

策
担
当
へ
。

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
、国
民

健
康
保
険
料
、特
別
区
民

税
・
都
民
税
の
納
付
は

口
座
振
替
で

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
は
、
簡
単
な
手
続
き
で
、

あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
自
励

的
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。引

き
落
と
し
は
、納
期
日
ご

と
に
確
実
に
行
わ
れ
ま
す
の

で
、納
付
の
手
間
が
は
ぷ
け
、

納
圦
沍
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、計
画
的
な
家
計
管

理
に
も
役
立
ち
ま
す
。

申
込
方
法

▽
預
金
通
帳
と
そ

の
印
か
ん

▽
国
民
年
金
・
:

国
民
年
金
手
帳
、
国
民
健
康

保
険
…
国
民
健
康
保
険
証
、

特
別
区
・
都
民
税
・
:納
付
S
　

(
課
税
時
期
前
は
不
要
)
を

直
接

、
金
融
機
関
(
銀
行
、

信
用
金
廈
、
信
用
組
合
、
農

協
)
の
窓
口
へ
持
穆
の
こ
と

※
郵
便
局
で
は
取
り
扱
つ
て
い

ま
せ
ん

。

問
合
せ
先

▽
国
民
年
金
・・・
中

央
本
町
庁
舎
・
記
録
係
(
酋

跏
5
1
5
1
)

▽
国
民
健
康
保
険
・
:
中
央
本

町
庁
舎
・
収
納
係
(
・
‘
8
8
0
5
　
1
3
1
)

▽
特
別
区
民
税
・
都
民
税
・・・

中
央
本
町
庁
舎
・
課
税
課
(

8
8
0
8
8
1
)、
納
税
課
(

瞋
5
1
0
1
)

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
宅
修
繕
資
金
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度

現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
の
修

繕
や
、
1
0平
方
む
以
下
の
増
築
、

ま
な
は
宅
地
の
塵
備
を
お
考
え

の
方
で

、
資
金
に
お
困
り
の
場

合

、
金
融
機
関
に
融
責
の
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
額
2
0
万
円
～
　

2
0
0
万
円
ま
で
(

増
築
を
含
む

場
合
は
2
5
0万
円
ま
で
)

利
率

年
6
・
8
%
(

区
が
I
　
%

の
利
子
補
給
を
し
ま
す
)

※
4
月
1
日
か
ら
、
柤
当
課
が

地
域
振
興
課
区
民
生
活
係
か
ら

変
更
に
な
り
ま
し
た

。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

ま
ち
び
く
り
課
事
業
第
一
係

叨一
―
-
1
1

㈹

勤
労
者
共
済
会

会

員

募

集

勤
労
者
共
済
会
に
入
会
し
ま

せ
ん
か

。
共
済
会
は

、
足
立
区

か
ら
の
補
助
金
と
会
員
(

勤
労

者
)
の
会
費
に
よ
っ
て

、
福
利

單
生
事
業
を
行
う
会
で
す

。

入
会
し
て
い
る
方
に

、
感
想

を
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た

。

-
趣
旨
に
賛
同
し
て
入
会
し

ま
し
た

。
個
人
営
業
で
は
、
福

利
厚
生
で
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い

面
が
あ
び
ま
す
か
ら
、
み
ん
な

喜
ん
で
い
ま
す

。

-
プ
ロ
野
球
の
券
が
当
っ
た

と
き
は
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
遊
園
地
の
フ
リ
ー
パ
ス
も

縟
だ
し
、
結
婚
や
出
産
の
お
祝

い
金
を
何
人
も
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

主
な
事
業
内
容

▽
慶
弔
給
付

金

▽
遊
園
地
、
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
の
割
引

▽
プ
ロ
野

球
、
大
相
撲
、
映
画
な
ど
観

賞
券
の
創
引
あ
っ
せ
ん

▽

生
活
賢
金
貸
付
あ
っ
せ
ん

入
会
で
き
る
方

▽
事
業
所
会

貝
・
:区
内
の
会
社
や
商
店
等

(
従
業
員
刈
人
以
下
)
に
働

く
従
業
員
と
事
業
主

▽
個

人
会
員
…
区
在
住
で

、
区
外

の
会
社
や
商
店
等
(
従
業
員

羂
人
以
下
)
で
働
く
従
業
員

費
用

ひ
と
り
に
つ
き
入
会
金

旛
円

、
会
費
月
額
知
円

申
込
・
問
合
せ
先

勤
労
者
共

済
会
事
務
局
(
本
庁
舎
・
助
労

福
祉
係
　
靦
1
1
1
1

㈹
)

国
民
年
金

4
月
は
老
齢
福
祉

年
金
の
支
払
月

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
中
の

方
は
、4
月
1
3日
(
月
)
か
ら
指

定
の
郵
便
局
で
受
口
口
れ
李
T

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

給
付
係
　
　

誣
5
1
6
1

納
付
書
の
様
式

の

変

更

毎
月
納
付
の
実
施
に
と
も
な

い
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
S

が
4
月
か
ら
新
し
い
様
式
に
変

わ
り
、8
枚
つ
づ
り
の
冊
子
式

と
な
り
ま
し
た
。

送
付
時
期
4

月
上
旬
(
4
月

か
ら
来
年
3
月
ま
で
の
1
年

前
納
用
、
お
よ
び
4
月
か
ら

9
月
ま
で
の
各
月
別
納
付

S
)
、1
0月
上
旬
(
1
0
月
か
ら

来
年
3
月
ま
で
の
各
月
別
納

付
S
)

の
年
2
回
に
分
け
て

送
り
穿
歹

納
付
方
法
1

年
前
納
ま
た
は

毎
月
納
付
の
ど
ち
叭
か
希
望

の
方
法
に
よ
り
納
付
し
て
く

だ
さ
い

納
期
限

▽
1
年
前
納
さ
れ
る

方
・・・
4
月
3
0日
ま
で

▽
毎
月
納
付
さ
れ
る
方
・・・
各

月
ご
と
の
翌
月
の
末
日
ま
で

※
く
わ
し
く
は
、「
あ
だ
ち
広
報

・
国
民
年
金
特
集
号
に
(
3月
2
6

日
発
行
)

お
よ
ぴ
納
付
書
に
同

封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

検
認
係
　
　

膀
5
1
6
1

下
水
道

水
洗
化
が
可
能
に

な
り
ま
し
た

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
の
水

洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
。3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

n
ま

す

。

水

洗

化

可

能

地

域

お

よ

び

供

用

闘

始

年

月

日

上

表

の

と

お

り

問

合

せ

先

下

水

道

祕

小

菅

支

所
(
　
6
0
2
　
8
8
2
2
)

、

ま

た

は

区

・

中

央

本
町

庁

舎

計

画

調

整

課

助

成

係

(
　
巍
5
2
　
0
1
)

5
0歳
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

現
在
の
社
会
構
造
が
も
た
ら

す
文
明
病
や
成
人
病
等
の
疾
病

率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

足
立
区
に
お
い
て
も
5
0蔵
以

上
の
方
が
悪
性
新
生
物
、
脳
血

管
・
心
疾
患
等
の
原
因
に
よ
っ

て
死
亡
す
る
方
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
あ
ら
た
に
5
0歳

を
健
康
管
理
上
の
重
点
年
齢
に

位
置
づ
け
健
康
診
査
を
行
い
、

威
人
軻
予
防
対
策
の
充
実
夲
ほ

か
り
ま
す
。

健
診
項
目

一
般
健
診
。精
密

雎
診
、
胃
が
ん
検
診

※
健
診
日
は
、
該
当
者
の
方
に

直
接
通
知
し
ま
す

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所

4 月 の
安売り デー

青
果
物
…
…
4
月
1
5日
(水
)

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
…
4
月
1
7日
(金
)

青
い
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

<
主
催
>

足 立区 青果 安 売 り デ ー
協 議 会/ 関 東 水 産 物
商 業 協同 組 合 西 新 井 支

部・千住支部
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募
集・
催
しもの

今
年
の
夏
は
栃

木
が
お
も
し
ろ
い

鹿
沼
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

(
7・
8
月
分
の
利
用
は
抽
選
に
な
り
ま
す
)

申
込
方
法

往
榎
(
ガ
キ
に
利
用

施
設
名
(
宿
泊
楝
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
、
常
設
テ
ン
ト
、幕
営
地
)
　

利
用
月
日
、
代
表
者
の
住
所
・

氏
名
・
団
体
名
・一
話
番
号
、

利
用
人
数
(
大
人
、子
供

、幼
児
)
　

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
(
(

ガ

キ
は
1
団
体
1
枚
に
限
る
)

受
付
期
限
4

月
1
4日
(
必
着
)

公
開
抽
選
4

月
1
5日

申
込
受
付

返
送
し
た
(

ガ
キ
の

受
付
順
位
指
定
日
時
・
場
所
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。
指
定
日
時

に
お
い
で
に
な
ら
な
い
場
合
は

棄
権
と
し
て
次
の
人
に
繰
り
上

げ
ま
す

※
な
お
、7
・
8
月
分
に
空
室
が

あ
る
場
ら
は
、5
月
1
日
か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
電
話

で
碓
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

施
設
利
用
科
金

宿

泊

棟
(

大

人

・
=
千

崩

円

、
子

呼

・・
則

円
)

バ

ン

ガ
ロ

ー
・
=
1
　

棟
2

千
1
0
0円

、
常

設
テ

ン

ト

ー

張
・
・・
千

Ⅲ

円

、
幕

営
地
1

張

・・
・

沺

円
(

各
I

泊
)

※

食

事

料

金

は

、
大
人

・
:
千

鵈

円

、

子
妣
T
・
8
0
0
円
(

夕
・
朝
食
分
)

申
込
・
聞
合
せ
先

本
庁
舎
・
社

会
教
育
部
管
理
課
・
生
涯
教
育

推
進
担
当
(

〒
跏
千
住
―
-
4
　
-

訛
　
　
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹
)

黒川の川遊び

夏
休
み
を
日
光・
塩
原
林
間

学
園
で
過
ご
し
ま
せ
ん
か

区
内
の
小
・
中
学
生
が
使
用
し

て
い
る
日
光
林
間
学
園
と
塩
原
林

問
学
園
は
、7
月
1
8日
か
ら
8
月
3
0

日
の
夏
休
み
期
間
を
、
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

今
回
は
、4
0人
以
上
の
団
体
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
光
は
(
イ
キ
ン
グ
、
名
所
観

光
の
拠
点
。
塩
原
は
ス
ポ
ー
ツ
、

音
楽
、
野
外
学
習
等
の
合
宿
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
施

設
で
す
。

地
域
の
サ
ー
ク
ル
、ス
ポ
ー
ツ

団
体
、
子
供
会
な
ど
多
人
数
の
グ

ル
ー
プ
の
ご
利
用
を
、お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
林
間
学
園
を
利
用
し

て
楽
し
い
夏
休
み
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

受
付
対
霞

区
内
在
住
、
在
勤
者

を
主
と
し
た
4
0人
以
上
の
団
体

施
般
使
用
料
金

大
人
千
匐
円
、

子
供
晦
円

※
食
事
料
金
は

、
大
人
用
・・・
千
7
0
0

円
、
子
裝
用
・
:
瞋
円

、
昼
食
沺
円

(希
望
者
)
で
す

。

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
希
望

施
設
名

、団
体
名
と
代
表
者
名
、

連
絡
先

、
電
話
番
号
、
利
用
人

数

、
利
用
希
望
年
月
日
、
宿
泊

数
を
明
記
の
こ
と
(
(

ガ
キ
は

I
団
体
1
枚
に
限
る
)

受
付
期
限
4

月
1
5日
(

必
着
)

公
開
抽
選
4

月
1
7日
(
本
庁
舎

・
3

階
会
巖
室
午
後
2
時
)

申
込
受
付

返
送
(

ガ
キ
に
記
載

の
指
定
日
時
・
場
所
で
番
号
順

に
受
け
付
け
ま
す
(
時
間
厳
守
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
学

筋
第
二
課
振
興
佩
　
　
8
8
2
1
1
　
1
1

㈹

青
少
年
の
た
め
に
問
い
合
せ
先
　
本
庁
舎
社
会
教
育
課

青
少
年
係
　
　
8
8
2
1
1
1
1
代

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
研
修
会

A
A
コ
ー
ス
V

対
象

小
学
校
5
・
6
年
生

内
容

子
ど
も
会
の
楽
し
さ
を
知

る
た
め
の
研
修

期
間
5

月
上
旬
～
7
月
中
旬

(延
べ
5
回
)

場
所

区
内
小
学
校
1
2会
場

申
込
先

も
よ
り
の
育
成
会

A
B
コ
ー
ス
V

対
象
A

コ
ー
ス
修
了
者
(
た
だ

し
小
学
校
6
年
生
以
上
)
お
よ

ぴ
中
学
生

内
容

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
中
心
と

し
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
基
礎

を
つ
く
る

期
間
5

月
上
旬
1
1
0月
上
旬

(延
べ
6
回
)

場
所

社
会
教
育
館
4
会
場

A
C
コ
ー
ス
V

対
象
B

コ
ー
ス
を
修
了
し
た
中

学
生

内
容

実
際
に
子
ど
も
会
の
り
I

ダ
ー
と
な
る
た
め
の
理
論
と
実

技
を
身
に
つ
け
る

期
間
5
月
上
旬
～
1
0
月
上
旬
　
　

(
延
べ
9
回
)

場
所

社
会
教
育
館
4
会
場

申
込
・
問
合
せ
先
B

・
C
コ
ー

ス

、
い
ず
れ
も
胃
少
年
係

少
年
活
動
リ

ー
ダ
ー
講
座

区
内
の
少
年
団
体
活
励
の
よ
り

一
層
の
発
展
夸
め
ざ
し
て
、
年
間
6

講
座
を
閧
催
し
ま
す
。

第
1
回
は
、「
子
ど
も
の
心
の
理

解
」
で
す
。

日
時
5

月
1
3・
2
0・
2
7日
(
い

ず
れ
も
水
曜
日
、
計
3
回
)
、午

峻
7
時
～
9
時

堋
所

腎
年
館

対
象

区
内
少
年
団
体
指
導
者
。

お
よ
び
興
味
の
あ
る
方

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

育
成
会
入
門
講
座

対
象

子
ど
も
会
育
成
会
員
お
よ

ぴ
興
味
の
あ
る
方

内
容

子
ど
も
会
育
成
会
の
役
割

な
ど
初
歩
的
な
こ
と

期
間
5
月
上
旬
～
6
月
下
甸

場
所

区
内
小
学
校
1
2会
場

申
込
先

各
地
区
少
年
団
体
協
議

会
問
合
せ
先

考
少
年
係

あ
だ
ち
日
曜
教
室

日
程
4

月
り一
日
(
日
)
～
来
年

3
月
1
3日
(
日
)
の
毎
月
第
2
　

日
曜
日
、
た
だ
し
、1
0月
は
第

3
日
曜
日
(
計
1
2回
)

場
所

青
年
館

対
象

区
内
中
学
校
心
陣
学
級
を

卒
業
し
、
教
育
訓
練
の
機
会
の

な
い
青
年

内
容

写
真
・
調
理
・
工
作
・
手

芸
の
各
コ
ー
ス

定
員
6
0
名

費
用
4

千
円
(
全
体
学
習
千
円
、

コ
ー
ス
学
習
3
千
円
)

申
込
期
限
4

月
1
2日

申
込
・
問
合
せ
先

青
少
年
係

足
立
区
少
年
鼓
笛
隊

・
合
唱
団
新
入
隊

入
団
員
を
募
集

練
習
日
時
5

月
1
6日
か
ら
毎
週

土
曜
日
、
原
則
と
し
て
午
後
2
　

時
～
4
時
(
た
だ
し
舂
・
夏
・
　

冬
休
み
期
!
中
は
休
み
)

練
習
会
場

▽
鼓
笛
隊
・
:
梅
島
・

千
住
笙
(
・
綾
瀬
小
学
校

▽
合
唱
団
・
:五
反
野
小
学
校

応
募
資
格
4

月
現
在
、
区
内
小

学
校
に
在
学
の
4

年
生

募
集
人
数

鼓
笛
隊
・・・
旧
名

、
合

唱
団
7
0名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

申
込
方
法

各
学
校
取
り
ま
と
め

ま
た
は
直
接
胃
少
年
係
へ
申
し

込
み
の
こ
と
(
申
込
魯
は
各
学

校
に
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限
4

月
2
2日

申
込
・
問
合
せ
先

胃
少
年
係

婦
人
の
た
め
に

話
し
方
教
室

日
時
5

月
7

日
・
2
1
日
・
2
8
　

日
、
6
月
4
日
・
1
8日
・
2
5日

、
7

月
2
日
・
1
6日
(
木
曜
日
)
　

午
前
1
0時
～
正
午

堤
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

(
初
心
者
に
限
る
)

内
容

人
間
関
係
を
よ
く
す
る
話

し
方
に
つ
い
て

、
講
義
と
実
習

を
行
い
ま
す

定
員
3
0

名
(

申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
(
ふ
ひ
が
な
)
・
年
齢
・

電
話
番
号
お
よ
び
話
し
方
教
室

と
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
ぐ
だ

さ
い
(

―
人
1
枚
に
限
る
)

申
込
期
限
4

月
H
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
(
〒
自
東
綾
瀬
1
1
5
1
1
7
　
　

莇
7
1
0
1
)

手
芸
教
室

日
時
4

月
8
日
、5
月
1
3日

(水
)
、
午
後
1
時
I
4
時

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

内
容

絞
り
染
め
(
の
れ
ん
、エ

プ
ロ
ン
、
ブ
ラ
ウ
ス
等
)

定
S
3
0
名

費
用

跏
円
よ
り
(
布
代
)

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話

受
付
関
始
4

月
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

1
　
　
S
7
1
0
1

婦
人
団
体
・
ク
ル
ー

プ
名
簿
の
追
加
登
録

に
ご
協
力
を

区
で
は
婦
人
団
体
・
グ
ル
ー
プ

名
簿
「
婦
人
の
連
帯
と
交
流
の
た

め
に
」を
昭
和
6
1年
6
月
作
成
し

ま
し
た
。

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
団
体
・

グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し
た
ら
。
ぜ

ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
範
囲
は
、

区
内
で
活
動
し
て
い
る
地
域
活
動

団
体
、
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
、
各

櫁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
趣
味
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
で

活
動
の
主
体
が
女
性
で
あ
る
又

以
上
の
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
。

登
録
の
申
し
込
み
用
紙
は
左
記

に
あ
り
ま
す
。電
話
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
婦

人
対
策
　
　
8
8
2
-―I
I
㈹

水
上
安
全
法

救
助
員
講
習
会

水
を
活
用
し
て
の
健
康
増
進
と

水
の
事
故
か
ら
生
命
を
守
る
た
め

の
知
識
と
技
術
を
指
導
し
ま
す
。

・
日
時
5
月
1
1
‥
～
2
2
日
(
土
・
日
　

曜
日
を
除
く
1
0
日
間
)
、午
後
6
　
～

9
時
(
計
3
0
時
間
)

場
所

竹
の
塚
温
水
プ
ー
ル

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
碼
1
8
　

歳
以
上
で
3
0
0㍍
以
上
泳
げ
る
方

内
容

学
科
4
日
間
、
実
技
6
日

間
(
試
験
を
含
む

。
試
験
合
格

者
に
は
日
赤
救
助
貝
の
資
格
が

与
え
ら
れ
、
足
立
区
ス
ポ
ー
ツ

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
登
録
し

、
活

勳
し
て
い
た
だ
き
ま
す
)

定
員
6
0

名
(
多
数
の
際
は
抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
を
明

記
の
こ
と

※
本
講
習
会
は
、
救
助
貝
の
養
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
穆
加
者

は
自
分
の
健
康
管
理
に
責
任
を
持

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
4

月
2
5
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
水
上
安
全
法
講
習
会
担
当

(〒
圀
千
住
1
-
4
-
1
8
　
　

靦
1
1
1
1

㈹
)

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
投
映
(
4
月
分
)

日
時

毎
週
土
曜
日
…
午
後
2
時

・
3
時
3
0分
(
2
回
)

場
所

教
育
セ
ン
タ
ー

題
名

銀
河
系
の
外
の
宇
宙

内
容
4

月
に
見
え
る
星
座
と
、

銀
河
系
の
外
の
星
雲
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す

定
員
2
3
0名
(
各
回
先
着
順
)

S
用

▽
1
5歳
以
下
…
無
料

▽
1
6歳
以
上
…
1
0
0
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

巍
8
8
0
1

アングル

第4 回ハンズ大賞

花
保
中
学
校
が〝学

校
賞
〟
を
受
賞

区
立
花
保
中
学
校
(
川
名
茂
男

校
長
)
生
徒
の
作
品
「
陶
印
」
が
、
3

月
6
日
(
ン
ズ
大
賞
。学
校
貫
'

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

花
保
中
学
校
で
は
、
美
術
の
授
。

業
に
陶
芸
を
と
り
入
れ
て
お
り
、

全
校
生
徒
が
陶
器
作
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
3
年
左
3
0名
の
作
品

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
自
由
な
発

想
の
も
と
、
動
物
や
人
間
を
形
ど

っ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
置
物
で
、
裏
面

は
、
は
ん
こ
と
し
て
使
え
る
楽
し

い
飾
り
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
ン
ズ
大
賞

「
手
の
復
権
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
全
国
規
模
の
手

作
り
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
。

ブ
ロ
ーア
マ
を
間
わ
ず
、
そ

の
創
造
性
、
表
現
力
を
競
う
も

の
で
応
募
点
数
千
Ⅲ
点
の
な
か

か
ら
3
9貫
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

青
少
年
の
健
全
育
威
を
目
的

と
し
て

、
地
域
で
行
う
ス
ポ
ー

ツ
大
会
に
費
用
の
一
留
を
次
の

要
領
で
補
助
し
ま
す
。

交
付
対
象

▽
区
内
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生
で
組
鏃
さ

れ
て
い
る
団
体
の
大
会
で
あ

る
こ
と
▽
大
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
1
0以
上
の
チ
ー
ム
(
団
体
)

で
1
0
0名
以
上
の
参
加
者
の
あ

る
も
の
(
個
人
種
目
の
大
会

は
1
5
0名
以
上
の
参
加
者
と
す

る
)

▽
要
項
・
現
約
が
明
筐
な
大
会

※
た
だ
し
、す
で
に
補
助
を
受

け
て
い
る
団
体
(
地
区
対
策
委

員
会
、地
区
少
年
団
体
協
議
会
、

体
育
協
会
、町
会
自
治
会
な
ど
)

が
主
催
の
大
会
は
除
き
ま
す
。

申
込
方
法
4
月
1
8
日
ま
で
に
　

所
定
の
補
助
金
交
付
申
請
書
　

(
体
育
課
に
あ
り
ま
す
)
に
記
　

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先
本
庁
舎
・
　

体
育
課
　
8
8
2
1
1
1
1
㈹

第
4
0
回
都
民
体
育
大

会
足
立
区
予
選
会

□
剣
道

日
時
4

月
2
9日
(
祝
日
)
、午

前
9
時
か
ら

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
大
体
育
室

種
目
・
方
法

個
人
戦
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
式

資
格

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
(
高
校
生
以
上
)
、区
連

盟
会
貝

夢
加
S
I

人
旛
円

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年

齡
、
男
女
別
、
段
位
、
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、
現
金

を
添
え
郵
送
(
現
金
書
留
)
　

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

連
盟
事
務

局
(
扇
2
-
8
-
1
3

長
潟
忠

男
　
　

跏
6
7
4
8
)

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
春
の
観
桜
茶
会
4

月
2

日
(
日
)
、
午
前
1
0時
I
午
後
4

時
/
花
畑
記
念
庭
園
桜
花

亭
/
茶
菓
代
実
費
/
足
立
区

華
道
茶
道
協
会
▽
今
野
　
　
8
8
8
1
0
1
5

☆
バ
ト
ン
ー
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

講
習
会
(
無
料
)
子
ど
も
と

先
生
の
た
め
に
/
4
月
旧
日

(
日
)
、午
後
1
0
時
3
0
分
～
正

午
/
五
反
野
幼
椎
園
内
/
体

操
善
善
用
/
バ
ト
ン
普
及
会

本
部
▽
野
口
　
8
8
9
8
5
5
2

☆
バ
ザ
ー
に
ご
脇
力
を
(
あ

し
な
み
会
)
日
用
品
、衣
類

、

贈
答
品
な
ど
ご
不
用
の
品
を

提
供
し
て
く
だ
さ
い
/
4

月

2
6日
(
日
)
、
午
前
H
時
1
午

後
3
時
/
梅
島
住
区
セ
ン
タ

ー
/
あ
し
な
み
会
協
立
作
笑

所
　
脚
4
3
3
9

=
募
集
=

☆
生
花
(
池
坊
)
毎
月
第
2

・
4
木
曜
日
、午
後
1
時
～

3
時
/
竹
の
獗
社
会
徴
育
館
/

月
額
3
千
円
(
花
材
共
)
/

な
で
し
こ
会
マ
鈴
木
　
鵬
3
5
1
8

☆
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
(
す
こ
や

か
)

毎
週
木
曜
日
、
午
峻
2

時
3
0分
・
午
後
7
時
/
上

沼
田
町
会
館
/
1
8歳
以
上
の

男
女
/
入
会
金
2
千
円
、
月

額
3
千
円
/
▽
町
田
　
　
蹣
5
5
9
1
)

火
・
木
曜
日
)

※
先
麓
順
で
、1
団

体
1
事
業
、
―
カ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先
・・・
広
報
課

掲
示
板

□
書
道
教
室
受
講
生
募
集

期
間
9

月
ま
で
の
毎
週
水

曜
日

、
午
後
6
時
か
ら

場
所

足
立
区
動
労
福
祉
会

館
(

峻
瀬
―
-
剛
-
7
-
　

皿
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
内
)

定
員
2
0

名
(
先
着
順
)

費
用

入
学
金
千
円

、
月
額

3
千
円
(

教
材
費
実
費
)

申
込
・
問
合
せ
先

抛
勤
労

福
祉
協
会
　
2
6
8
2
7
8
1

□
昭
和
6
2年
度
浄
化
槽
清
掃

作
業
経
費
軽
減
証
(
黄
色
)

を
4
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す

都
で
は
届
出
済
の
浄
化
槽

に
対
し
、
清
掃
料
金
の
一
部

を
年
1
回
助
成
し
ま
す

。

く
わ
し
く
は
、
清
掃
局
浄

化
施
設
課
(
昔
2
1
2
5
1
1
1
)

へ
。

□
確
定
申
告
が
、
間
違
っ
て

い
た
と
き
は

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
と
き
は
、
更
正
の
請
求
書

を
提
出
し
て
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
忘
れ
て
い
る
方
は
、
す

ぐ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

足
立
税
務
署

(
　
8
8
8
6
2
4
1
)
、
西
新

井
税
務
署
(
　

臈
1
1
1
　
1
)

□
足
立
高
等
職
業
技
術
専
門

校科
目
3
級
簿
記
山
、叨
、即

日
程
甲
=
4
月
2
0
日
1
3
0
　

日
叨
・
=
5
月
6
日
～
1
5
日
　

闥
…
5

月
1
8
日
1
2
7
日

(い
ず
れ
も
延
7
日
間
)

定
員
・
費
用

各
コ
ー
ス
と

も
4
5名
。
千
円

受
付
日
時
4
月
1
日
～
8
　

日
、午
前
8
時
3
0
分
～
午
　

後
7
時
(
土
曜
日
は
正
午
。

日
曜
日
は
除
く
)

問
合
せ
先
足
立
高
等
職
業
　

技
術
専
門
校
　
　
莇
6
1
4
9

□
中
小
企
業
設
備
資
金
融
資

説
明
会

日
時
4

月
1
0日
(
金
)
、
午

後
6
時
3
0分

場
所

足
立
区
産
業
振
興
館

内
容

施
設
改
善
資
金
、
設

備
近
代
化
資
金
な
ど

問
合
せ
先

都
・
労
働
経
済

局
設
備
助
成
課
　
2
1
2
5
1
　
1
1

K. U. A. M. 229, 000


